
収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　27億4,747万6千円
支出　26億7,151万6千円

収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　25億5,441万円
支出　22億6,456万2千円

資本的収支 施設の改良事業に要する
収入と支出

収入　 7億9,393万2千円
支出　17億3,481万8千円

資本的収支 施設の改良事業に要する
収入と支出

収入　 3億6,249万8千円
支出　 8億2,039万4千円　　　

問／上下水道総務課　☎462-3366

● 水道事業会計
　水道事業は独立採算制で、事業費は利用者の皆さんからいただく水道料金によって賄われています。
　本年度予算では、１㎥の水を皆さんにお届けする費用（給水原価・税抜）164円79銭に対して、水道料金（供給
単価・税抜）は140円で24円79銭の赤字となっています。これは、物価や人件費の高騰や県営水道の値上げによ
る費用の増加などが影響しています。なお、不足額は水道利用加入金などの収入で補うこととしています。
　このほか、本年度も浄水場設備および老朽管の更新や、管路の耐震化など、多額の費用を要する事業を実施する
必要があるため、企業債（6億4,500万円程度）を起こす予定です。

● 下水道事業会計
　下水道事業は「雨水公費・汚水私費の原則」により、雨水処理費は税金（公費）で、汚水処理費は下水道使用料

（私費）で賄われることとなっています。
　本年度予算では、下水道使用料の改定を行い、使用料収入を15億1,400万8千円と見込んでいます。また、雨水
処理に要する費用分として雨水処理負担金（2億8,532万1千円）を一般会計から繰り入れる予定です。
　このほか、下水道設備の更新などの事業を実施するため、企業債（3億2,450万円程度）等を活用し、財源とする
予定です。

支出

施設の維持管理費等
10億4,785万6千円水道料金

22億1,328万8千円

県水受水費
8億8,931万8千円

企業債の支払利息
4,877万8千円差引収支

7,596万円

施設の減価償却費
及び資産減耗費
6億8,556万4千円

水道利用加入金
3億161万4千円

その他
2億3,257万4千円

収入

支出

施設の減価償却費
及び資産減耗費　
9億2,972万9千円下水道使用料　

15億1,400万8千円

荒川右岸流域下水道
維持管理負担金　
7億9,550万円

施設の維持管理費等
4億8,089万7千円

企業債の支払利息
5,843万6千円

長期前受金戻入
6億8,204万3千円

他会計補助金等
7,303万8千円

差引収支
2億8,984万8千円

雨水処理負担金
2億8,532万1千円

収入

支出

浄水場設備更新事業費等
12億3,838万9千円

企業債
6億4,500万円

企業債の返済
4億2,264万4千円

その他
7,378万5千円

＊不足額については損益勘定留保資金などで補います。

負担金等
1億4,893万2千円

不足額
9億4,088万6千円

収入

支出

雨水ポンプ場整備費 
7,040万円

雨水管渠整備費 
1億1,353万4千円

　企業債
　3億2,450万円

＊不足額については損益勘定留保資金などで補います。

汚水ポンプ場整備費
3,410万円

汚水管渠整備費 
9,435万5千円

荒川右岸流域下水道
建設負担金
1億8,861万1千円

企業債の返済等
3億1,939万4千円

国庫補助金
252万円

負担金等
3,547万8千円

不足額
4億5,789万6千円

収入
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